
モバイル化とBYODの影響により、IT部
門はこれまでとは異なるセキュリティ、
コンプライアンス、およびアクセス権
の問題に直面しています。デバイスの紛
失や盗難、または会社の管理下にない
モバイルデバイスの使用が原因で、正
規ユーザー以外の第三者にデバイスが
悪用され、セキュリティ侵害が起こりか
ねないためです。そうしたデバイスが入
口となって、ネットワークがマルウェア
に感染したり、セキュリティ対策が不十
分なサードパーティのワイヤレスネット
ワークまたはモバイルサービスを介し、
企業データが不正に入手されたりする
危険性があるほか、不正なアプリによっ
てデバイス上のデータが抜き取られる
おそれもあります。

こうした問題への対策として、モバイルデ
バイスおよびリモートデバイス上のビジネ
スデータを保護するため、多くの組織は
ホスト型仮想デスクトップ（HVD）やエン
タープライズモビリティ管理（EMM）、ま
たはその他のデータ暗号化ソリューショ
ンの導入を検討しており、既に導入を済ま
せている組織も少なくありません。このよ
うな対策はもちろん効果的ですが、デバイ
ス上のデータを単に保護するだけでは、
社内のデータとネットワークの危険性は
依然として解消されません。モバイルワー
クフローをエンドツーエンドで保護してこ
そ、セキュリティ対策の意味があるのです。

エンドツーエンドのデータ保護とセキュ
リティ
Dell Secure Mobile Access（SMA）ゲー
トウェイは、会社の管理対象および管
理対象外のデバイスに対し、セキュアな
モバイルアクセスおよびロールベースの
権限を簡単にプロビジョニングする機
能を提供します。SMAゲートウェイを使
用すると、ポリシーに基づくVPNアクセ
スを、アプリベースでモバイルワーカー

に提供できます。これにより、利用を許
可された、業務上必要な社内データや
社内リソースにユーザーがアクセスでき
る一方で、モバイル対応に伴うセキュリ
ティ上の脅威から、組織のネットワーク
を保護することもできます。

SMAゲートウェイは、Dell Enterprise 
Mobility Managementを始めとする、各
種の主要EMMソリューションとの連携
機能を備えており、BYOD（私物デバイ
スを業務で利用する）、CYOD（会社に
よって承認されたデバイスのリストから
社員が選ぶ）、および企業の管理対象デ
バイスをサポートする、極めてセキュア
なエンドツーエンドのモバイル管理/セ
キュリティソリューションを構築できま
す。EMMテクノロジによってデータ保護
ポリシーとアプリケーション管理がデバ
イス上で利用可能になり、SMAによって
アクセス制御ポリシーが適用されること
で、データ保護とセキュリティのエンド
ツーエンドのソリューションが完成され
ます。その結果、信頼できるユーザーお
よびデバイスと、権限のある検証済みの
モバイルアプリにのみVPNアクセスが許
可され、社内の許可されたネットワーク
およびリソースのみにアクセスできるよ
うになります。

さらに、企業のVPNアクセスを、管理者
が信頼できると判断した一連のモバイ
ルアプリのみに制限し、権限のないモバ
イルアプリによるVPNリソースへのアク
セスを防止できます。あらゆるモバイル
アプリやセキュアコンテナをサポートす
ることができ、調整作業、アプリのラッ
ピング、SDKによる開発は不要です。さ
らに、モバイルワーカーにデバイス認証
ポリシーの規定の順守を義務付け、追
跡することにより、法的なリスクを軽減
することもできます。

Secure Mobile Access
アプライアンス
企業のデータを保護し、リモートワーカーとBYODへの取り組みに対応 

メリット
•	 セキュアなSSL VPN接続と、ポリ
シーに基づくリソースへのきめ細
かいアクセス管理により、モバイル
ワーカーの生産性が向上

•	 信頼できるモバイルアプリのみに
VPNアクセスを許可すると共に、
BYODに関する認証ポリシーの規定
をIT部門が管理および適用できるよ
うにすることで、ビジネス上のリス
クを軽減

•	 付属のMobile Connectアプリによ
り、アプリベースで簡単にVPNアク
セス機能を提供できるため、iOS、
Mac OS X、Android、Kindle Fire、
Windows 8.1の各デバイスから、許
可されたリソースにアクセス可能

•	 コンテキストベースの認証機能を備
え、許可されたユーザーと、信頼で
きるモバイルアプリケーションとデ
バイスのみにVPNアクセス権を付与

•	 すべてのユーザー、グループ、リソー
ス、およびデバイスに対する、効率
的なオブジェクトベースのポリシー
管理機能を提供



© 2015 Dell, Inc. ALL RIGHTS RESERVED.本書に記載されているDell、Dell Software、Dell Softwareのロ
ゴおよび製品は、米国およびその他の国におけるDell, Inc.の登録商標です。その他すべての商標および
登録商標は各所有者に帰属します。

Dell Software
www.dellsoftware.jp
デルソフトウェア株式会社
〒160-0023東京都新宿区西新宿6－10－1日土地西新宿ビル13F
TEL: 03-6279-4030

モバイルデバイスのセキュアなアクセス
本ソリューションには、直感的に使用で
きるモバイル・デバイス・ユーザー向けの
アプリ、Dell Mobile Connectが付属して
います。このアプリをSMAゲートウェイと
組み合わせて使用すると、アプリベース
で簡単にVPNアクセス機能を提供できま
す。これにより、共有フォルダ、クライア
ント/サーバーアプリケーション、イント
ラネットサイト、Eメールのほか、Citrix、
VMware View、Remote Desktop Protocol 
 （RDP）、Dell vWorkspaceといった仮想デ
スクトップアプリケーションなど、利用を
許可されたリソースに、iOS、Mac OS X、
Android、Kindle Fire、Windows 8.1の各デ
バイスからアクセスできるようになります。

Dell SMA Workplaceポータル
SMA Workplaceポータルを使用すると、
特別なクライアントアを必要とせず、iOS、
Android、Windows、Apple Mac、Linuxな
どの各種エンドポイントデバイスからブラ
ウザを通じて、Webアプリケーション、クラ
イアント/サーバーアプリケーション、ファ
イル共有にセキュアにアクセスできます。
このポータルは、（ほとんどのスマートフォ
ン、タブレット、ノートパソコンで利用可能
な）HTML5対応の標準ブラウザを介した
リソースへのアクセスをサポートしており、
RDPの公開アプリケーション/デスクトッ
プ、Citrix XenDesktop、およびXenApps 
 （ICAをサポート）へのアクセスも可能です。
HTML5対応のブラウザさえあれば、従来
のブラウザで必要だったJavaやActiveXの
ブラウザプラグインがなくても、対象のリ
ソースへセキュアにアクセスでき、脅威への
リスクや複雑さが軽減されます。また、iOS
デバイスなどのように、JavaやActiveXの
Webブラウザプラグインがサポートされて
いないデバイスを使用しているユーザーで
も、HTML5対応の標準ブラウザを通じて、
許可されたリソースにアクセスすることが
可能になります。

脅威への多層的な保護
SMAソリューションをDell SonicWALL次世
代ファイアウォールと統合し、Clean VPN
を構築することで、正規のSSL VPNトラ
フィックを復号化してから、組織のネット
ワーク環境に取り込み、脅威を除去できま
す。この統合ソリューションではさらに、
アクセス制御の一元化、マルウェア対策、
Webアプリケーションの制御、コンテンツ
のフィルタリングもサポートされます。

特長 
ポリシーにもとづく、ネットワークリソー
スへのセキュアなアクセス 
IT部門は、組織の管理対象デバイスや管理
対象外のデバイスを使用するモバイルユー
ザーに対し、ポリシーにもとづくSSL VPN
アクセス機能およびロールベースの権限を
簡単にプロビジョニングできます。モバイ
ルワーカーは、Mobile Connectアプリを使
用することで、SMAゲートウェイアプライア
ンスへの暗号化されたSSL VPN接続を確立
し、業務に必要となる、社内の許可された
データ、アプリケーション、およびリソース
に素早くアクセスできます。アクセス対象
には、Webベース、クライアント/サーバー
型、ホストベースのアプリケーションのほ
か、VDIや、Voice over IP（VoIP）のような
バックコネクトアプリケーションが含まれ
ます。また、データへの不正アクセスやマル
ウェアによる攻撃など、モバイル関連のセ
キュリティの脅威から、企業のネットワーク
を保護することもできます。

アプリケーションベースのVPN
管理者は、ポリシーを定義して適用する
ことにより、ネットワークへのVPNアクセ
スを、モバイルデバイス上のどのモバイル
アプリに許可するかを指定できます。こ
れにより、許可されたモバイル・ビジネ
ス・アプリのみがVPNアクセスを利用でき
るようになります。SMAゲートウェイの利
用に当たり、モバイルアプリの変更は必
要ありません。あらゆるモバイルアプリ
やセキュアコンテナをサポートすること
ができ、調整作業、アプリのラッピング、
SDKによる開発は不要です。

BYODデバイスの登録とセキュリティポリ
シーの管理 
SMAアプライアンスに登録されていない
モバイルデバイスからアクセスを試行す
ると、個人用デバイスの認証ポリシーが
ユーザーに表示されます。このセキュリ
ティポリシーの規定は、管理者がカスタ
マイズできます。ユーザーがポリシーの
規定に同意し、デバイスを登録しなけれ
ば、許可された社内リソースおよびデー
タへのアクセス権は付与されません。ポ
リシーへの同意を義務付けることによ
り、BYODポリシーの導入に伴うビジネス
上のリスクを緩和できます。

承認されたリソースへのアクセスを簡略化
直感的に操作できるMobile Connect
アプリを使用すると、iOS、Mac OS X、

Android、Kindle Fire、およびWindows 8.1
ベースのモバイルデバイスから、暗号化さ
れたSSL VPN接続を介して、許可された
ネットワークリソースにアクセスできます。
ユーザーとデバイスの検証が完了すると、
事前に設定されたブックマークがMobile 
Connectに表示され、使用を許可された企
業アプリケーションとリソースにワンクリッ
クでアクセスできるようになります。

コンテキストベースの認証
ユーザーが認証され、モバイルデバイスの
整合性（ジェイルブレイクやroot化による
改変、デバイスのID、証明書のステータス、
OSのバージョンなど）に問題のないことが
確認された場合にのみ、企業ネットワーク
へのアクセスが許可されます。

セッション維持技術
SMAゲートウェイアプライアンスは、ノート
パソコン、スマートフォン、タブレット端末
を通じた、強固かつ信頼性の高いセキュア
なアクセスを実現します。さらに、セッショ
ン維持機能により、複数の場所（会社、自
宅、または外出先）で利用しても再認証を
受ける必要はありません。

Dell SMAセットアップウィザード 
SMAには、直感的なセットアップウィザー
ドが用意されています。このウィザード
に従うだけで、簡単にセットアップして数
分で導入できます。

ポリシーの一元化
SMAゲートウェイアプライアンスでは、す
べてのユーザー、グループ、リソース、お
よびデバイスのポリシーをオブジェクト
ベースで簡単に管理できます。さらに、
ユーザー認証とエンドポイントのインテ
ロゲーション（問い合わせ）を通じた、き
め細かいポリシー制御にも対応していま
す。Policy Zonesを使用すると、不正な	
アクセスを拒否するほか、隔離して修復
することもできます。

あらゆるエンドポイントのセキュリ
ティの状態を検知 
強力なインテロゲーション機能でエンド
ポイントをセキュアに制御 
Dell SMA End Point Control（EPC）を使
用すると、Windows、Apple Mac OS X/
iOS、Android、Kindle Fire、Linuxの各エン
ドポイントに対し、きめ細かいアクセス
制御ルールを適用できます。EPCは、認
証に先立ってインテロゲーションを実行



し、エンドポイントが条件を満たしてい
るかどうか（ウイルス対策のアップデート
状況など）を確認します。
• Policy Zones: ポリシーを自動適用する際
に、エンドポイント基準を適用できます。例
えば、エンドポイントにセキュリティパッチが
インストールされていない場合に、ユーザー
のアクセスを保留にし、修復指示の画面にリ
ダイレクトすることが可能です。 

• Device Watermarks: デバイスを紛失したり
盗まれたりした場合に、クライアントの証
明書を検出し、該当デバイスのアクセス権
を簡単に取り消すことができます。

• Device Identification: 特定のデバイスのシ
リアル番号や機器のID番号に対し、特定のユー
ザーやグループを関連付けることができます。

• Virtual Keyboard: 信頼できないエンドポイ
ント上で、キーロガーによるパスワードの
盗難を防ぎます。

Recurring EPC: ユーザーのログイン時に
加え、管理者が定めた間隔でエンドポイ
ントのスキャンを実行することにより、エ
ンドポイントの整合性を常に維持できま
す。EPCには、iOSデバイスのジェイルブレ
イクやAndroidシステムのroot化が行われ
ていないかどうかを識別する機能も搭載
されています。

Advanced EPCによる高度な保護 
オプションのDell SMA Advanced EPCは、
エンドポイントの詳細な検出および制御
機能と、高度なデータ保護機能の両方を
備えています。

•	 高度なインテロゲーター: Windows、Mac、
Linuxのプラットフォームごとに、ウイルス対
策、パーソナルファイアウォール、スパイウェ
ア対策のソリューションを、バージョンやシ
グネチャファイルの更新頻度も含めて事前に
定義し、包括的なリストにまとめます。この
リストを使うことで、デバイスのプロファイル
を簡単にセットアップできます。

•	 Cache Control: ブラウザのキャッシュ、
セッション履歴、cookie、およびパスワー
ドを消去できます。

• Dell SMAゲートウェイ: Outlook Web Access
やLotus iNotesのEメールに添付されてい
る、疑わしいファイルをブロックする機能の
ほか、財務データや医療記録へのアクセスを
ブロックする機能も備えています。

• SMAにおける接続: デフォルトで遮断され
ているため、ファイアウォールの「すべて
を拒否」と同様の保護を実現できます。

社内リソースを簡単に保護 
セットアップとポリシー管理 
SMAソリューションは、状況依存のヘル
プとセットアップウィザードを使用して、
簡単に導入できます。Unified Policyによ
り、すべてのWebリソース、ファイル共
有、およびクライアント/サーバーリソー
スの制御が1ヶ所に集約されるため、ポ
リシー管理を数分で実行できます。さら
に、RADIUS、LDAP、Active Directoryな
どの認証リポジトリに基づいて動的にグ
ループを構成でき、グループのネストに
も対応しています。Policy Replicationを
使用すると、複数のアプライアンスノー

ド間で簡単にポリシーを複製できます。
同じクラスタ内の複製や、地理的に分散
したノード間の複製にも対応しています。

シングルサインオンと2要素認証
SMAは、シングルサインオン（SSO）と
フォームベースのWebアプリケーションを
サポートしています。パスワードの更新は
ユーザー自身が簡単に実行でき、IT部門の
手を借りる必要はありません。さらに、ワ
ンタイムパスワード（OTP）にも対応してお
り、2つ目の認証要素を生成して配布する
機能が搭載されていますので、2要素認証
に対応した環境を簡単かつコスト効率よく
構築できます。管理者は。レルム別にOTP
を関連付けることで、認証制御を柔軟に行
うことが可能になります。

直感的な管理とレポート作成 
Dell SMAの管理コンソールは、ひと目で
把握できる管理ダッシュボードを備えて
おり、監査、コンプライアンス、管理、リ
ソースプランニングなどの豊富な監視機
能を一元的に利用することができます。
さらに、SMA Advanced Reportingをオ
プションで使用するとにより、あらゆる
Webブラウザで表示可能な、標準/カスタ
ムのレポートを作成することができ、リ
モートのどの場所からどのユーザーが、
社内のどのリソースにいつアクセスした
かを監査できます。

Dell Secure Mobile Accessソリューションは、すべてのユーザー、デバイス、およびアプリケーションのセキュアなアクセスを実現します。

Dell SMA End Point Control: エンドデバイスのIDとセキュリティの状態を継続的に検出

Dell SMA Unified Policy: デバイスにアクセス制御を適用して、ユーザーのアクセス対象を承認されたアプリケーションのみに制限

Dell SMA Smart AccessおよびSmart Tunneling: すべてのネットワークリソースへの簡単かつセキュアなユーザーアクセスを実現

Dell SMAアプライアンス

企業のデータセンター
ディレクトリ アプリケーション

Webアプリ
ケーション

クライアント/
サーバーアプリ
ケーション

ファイル共有

データベース

VoIP

内部ユーザー

内部アクセス

外出中の
従業員

リモートアクセス

エクストラネットでのアクセス

キオスク
端末を利用
する従業員

在宅で作業
をする従業員

接続

保護

検出

RADIUS

AD

ACE

LDAP

ファイアウォールインターネット

ファイアウォールで
守られた顧客/サプライヤ

ブラウザを使用する
ビジネスパートナー

ワイヤレス
ホットスポッ
トを利用する
従業員

スマートフォ
ンを使用する
従業員

保護検出 接続



パフォーマンス E-Class SRA 6000 SMA 6200 E-Class SRA 7000 SMA 7200 E-Class SRA 9000

同時ユーザー数 ノードまたはHAペアあたり最大	
250ユーザーを同時にサポート

ノードまたはHAペアあたり最大
2,000ユーザーを同時にサポート

ノードまたはHAペアあたり最大
5,000ユーザーを同時にサポート

ノードまたはHAペアあたり最大
10,000ユーザーを同時にサポート

ノードまたはHAペアあたり最大
20,000ユーザーを同時にサポート 

ハードウェア E-Class SRA 6000 SMA 6200 E-Class SRA 7000 SMA 7200 E-Class SRA 9000

フォームファクタ 1Uラックマウント 1Uラックマウント 1Uラックマウント 1Uラックマウント 2Uラックマウント 

寸法 43.18 x 42.54 x 4.44 cm 
 （17.0 x 16.75 x 1.75インチ） 

43 x 41.5 x 4.5 cm 
 （17.0 x 16.5 x 1.75インチ） 

43.18 x 42.54 x 4.44 cm 
 （17.0 x 16.75 x 1.75インチ） 

43 x 41.5 x 4.5 cm 
 （17.0 x 16.5 x 1.75インチ） 

68.6 x 48.2 x 8.8 cm 
 （27.0 x 18.9 x 3.4インチ） 

プロセッサー インテルCeleron 2.0 GHz、	
1 Gb DDR533 

インテル i5-4570S 2.9 GHz インテルCore2 Duo 2.1 GHz、	
2 Gb DDR533 

インテルE3-1725 v3 3.5 GHz インテルQuad Xeon 2.46 GHz 

ネットワーク 4スタックPCIe（Gb） 1 GbE x 6 6スタックPCIe（Gb） 10 Gb x 2、1 GbE x 6 10 Gb SFP x 4、1 GbE x 8 

電源 固定電源 内部固定 デュアル電源装置、ホットスワップ
対応 

デュアル電源装置、ホットスワップ
対応

デュアル電源装置、ホットスワップ
対応

入力定格 100～240 VAC、1.2 A 100～240 VAC、1.1 A 100～240 VAC、1.5 A、50～60 Hz/ 
-36～-72 VDC、3.2 A

100～240 VAC、1.7 A 100～240 VAC、2.8 A 

消費電力 75 W 78 W 150 W 127 W 320 W 

MTBF 100,000時間（35 °C/95 °F） - 100,000時間（35 °C/95 °F） - 120,000時間（35 °C/95 °F）

環境 WEEE、EU RoHS、中国RoHS 

作動時温度 0～40 °C（32～104 °F） 

非動作時最大衝撃 110 g、2 msec 

規制認可 

排出量 FCC、ICES、CE、C-Tick、VCCI、MIC 

安全性 TUV/GS、UL、CE PSB、CCC、BSMI、CBスキーム 

主な機能

セキュリティ 

FIPS認定とICSA認定* ○ 

暗号化 セッション長を設定可能。暗号化方式: DES、3DES、RC4、AES。ハッシュ: MD5、SHA 

VPNプロトコル TLS 1、1.1、1.2、ESP

認証方法 X.509デジタル証明書、サーバー側デジタル証明書、クライアント側デジタル証明書、RSA SecurID、Dell Defenderおよびその他のワンタイムパスワード/2要素認証トークン、	
CAC（Common Access Card）、デュアル/スタック認証、CAPTCHA（キャプチャ）のサポート、ユーザー名/パスワード

ディレクトリ Microsoft Active Directory、LDAP（Active Directory、Sun iPlanetなど）、RADIUS、LDAP/ADクエリに基づく動的グループ、証明書失効リスト（CRL）

パスワード管理 パスワード有効期限切れの通知、およびDell SMA WorkPlaceポータル、Connect Tunnel、Mobile Connectからのパスワード変更

アクセス制御オプション ユーザーとグループ、接続元のIPとネットワーク、接続先ネットワーク、サービス/ポート（OnDemandおよびConnectのみ）。リソースの定義には、接続先URL、ホスト名またはIPアドレ
ス、IP範囲、サブネットとドメイン、曜日、日付、時刻と期間、ブラウザの暗号化キー長、Policy Zones、ファイルシステムのアクセス制御、モバイルアプリケーションのVPNアクセス制御
を使用 

Dell SMA End Point 
Control（EPC） 

ファイル、レジストリキー、実行中のプロセス、およびDevice Watermarksの検出。高度なインテロゲーター機能（McAfee、Symantec、Sophos、Trend Microなど、100種以上のウイルス
対策、スパイウェア対策、およびパーソナル・ファイアウォール・ソリューションの詳細な設定情報を含む、シンプルできめ細かいエンドポイント検出）。キャッシュ制御（データ保護）。
iOSデバイスおよびAndroidデバイスのジェイルブレイクやroot化の検出 

VPNへの自動接続 ネットワークを認識するVPNクライアントにより、デバイスが構外に出たことを検知すると自動でVPNに接続し直し、デバイスが信頼できるネットワークに戻るとVPN接続を切断

アクセスとアプリケーションのサポート 

Dell SMA WorkPlace 
Access（ブラウザベース
のアクセス） 

Webベースのリソースへのクライアントレスアクセス。Webファイルへのアクセス（SMB/CIFS、DFS、個人用ブックマーク）。複数の最適化されたWorkPlaceポータルをさまざまな
ユーザーグループで使い分け、TCPまたはUDPベースの任意のアプリケーションに対するアクセスを提供（OnDemand Tunnelエージェントを活用）。HTML5ブラウザを通じた、Citrix 
XenDesktop、XenApps、RDPの公開アプリケーション/デスクトップへのアクセス

Dell SMA WorkPlace 
Mobile Access

スマートフォンとタブレットのブラウザ用にカスタマイズされたWorkPlaceのサポート。HTML5対応ブラウザを通じた、Citrix XenDesktop、XenApps、RDPの公開アプリケーション/デスク
トップへのアクセス

Connect Tunnel インストール済みのエージェントにより、TCPまたはUDPベースのあらゆるアプリケーション（Windows、Mac、Linuxをサポート）にアクセス可能 

SonicWALL Mobile 
Connect

Apple iOS、Mac OS X、Kindle Fire、Android、Windows 8.1の各デバイスから、Webアプリケーションおよびクライアント/サーバーアプリケーションへの、ネットワークレベルのフルアク
セスを提供（詳細な仕様については、SonicWALL Mobile Connectのデータシートを参照）

管理と運用 

管理 管理コンソールでは、すべてのアクセスオプション、エンドポイント制御の設定、アクセス制御ポリシー、モバイルアプリケーションのアクセス制御ポリシー、およびWorkPlaceポータル設定を
Webベースで一元管理。ひと目で把握できる管理ダッシュボードを備え、複数のアプライアンスと複数の場所に渡ってポリシーを簡単に複製できるほか、ロールベースの管理をサポート。

監査 SMA Advanced Reporting、RADIUSの監査およびアカウンティング機能を統合 

監視およびロギング ユーザー接続の監視、イベントアラーム。Dell SNMPの統合（SMA専用のSNMP管理情報ベース（MIB）を含む）により、ログとパフォーマンス情報を表示。シスログサーバーの一元化を
サポート。

スケジューラ 手動による操作を必要とせず、さまざまなタスク（展開、設定の複製、変更の適用など）のスケジュールをユーザーが設定可能 

モバイル管理ツール
の統合

Dell EMM、AirWatch、MobileIronなどの、主要なエンタープライズモバイル管理（EMM）製品との統合が可能。Dell Mobile Workspace（DMW）コンテナと組み合わせて導入することで、
保存データにポリシーベースのデータロス対策（DLP）の導入が可能。SMAにより、エッジプロキシによる保護を、コアのactiveSyncやHTTPトラフィックに適用。ポリシーエンジンのエ
ンドポイント制御機能により、SMAはDMWのセキュアブラウザおよびEメールクライアントのみにデータへのアクセスを許可し、デバイス上のその他のアプリをブロック。

高可用性 

高可用性 2ノードの高可用性クラスタにより、負荷バランシングと認証のステートフルフェイルオーバを標準でサポート 

その他 

IPv6のサポート IPv6インターネット接続を使用するクライアントの認証をサポートし、対象クライアントがSMAアプライアンスを介してリソースにアクセス可能

障害のある従業員の	
サポート（ADA 508） 

管理コンソール、WorkPlace、Connect Tunnelにおいて、米国障害者法第508条（ADA 508）の規定に対応（キーボードの使いやすさ、作業支援テクノロジの互換性など） 

ブラウザのサポート SMAは、Internet Explorer、Firefox、Chrome、Safariなどの主要なブラウザをすべてサポート（サポート対象のバージョンは継続的にアップデート）。また、HTML5対応ブラウザから、
Citrix XenDesktop、XenApps、RDPの公開アプリケーション/デスクトップへのアクセスをサポート。HTML5対応ブラウザを使用することで、従来のブラウザに必要だったJavaプラグイン
およびActiveXプラグインによって生じる脅威を解消し、該当のアプリケーションへセキュアにアクセス可能。JavaやActiveXをサポートしていないデバイスのユーザーでも、HTML5対応
ブラウザを使用することにより、SMA Webポータル経由で、該当のアプリケーションにアクセス可能。

E-Class SRA Virtual Appliance

同時ユーザー数 最大5,000

ハイパーバイザ ESGおよびESX（バージョン4.0以降）、Hyper-V

インストール済み 
オペレーティングシステム 

強化版Linux 

割り当てメモリ量 2 Gb 

使用ディスクサイズ 80 Gb 

ハードウェア互換性ガイド http://www.vmware.com/resources/compatibility/search.php 

* SMA 6200/7200アプライアンスはFIPS認定とICSA認定を取得中

仕様

http://www.vmware.com/resources/compatibility/search.php 
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